










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































して半年間受け入れられた Robert Scott North（当時

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































SWAVESEY GEOPHYSICAL SURVEY AT BLACK HORSE LANE,
1994, INTERIM REPORT
Kaname Maekawa, Hideo Sakai, Takao Uno and Simon Kaner,
THE SWAVESEY PROJECT FACULTY OF HUMANITIES
TOYAMA UNIVERSITY, JAPAN and THE CAMBRIDGE
ARCHAEOLOGY UNIT DEPARTMENT OF ARCHAEOLOGY























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Malaika, na kupenda Malaika.
Nami ni fanye je!
Kijana mwenzio!



















































































































































































































































































































































































































































































































































１年次 ２年次 ３年次 ４年次 

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































主　　要　　授　　業　　科　　目 関　連　授　業　科　目  
授　業　科　目　名 授　業　科　目　名 
ロシア言語文化演習 
ロシア言語文化講読 
ロシア文化論 
ロシア言語文化特殊講義 
ロシア語会話 
★＊専門基礎ロシア語 
卒業研究 
　　　　　計 
単　　位　　数 単　位　数 
必　　　修 
6
6
4
10
26
6
6
4
14
2
2
34
選　　　択 選　　　択 
特に指定せず、左欄以外のすべての人文学部専門科目 
357
358
第Ⅱ部　部局編
〈必修の内訳〉
卒業に必要な専門科目の単位数は84単位である。そ
の内訳は、
①主要授業科目の必修26単位
②主要授業科目の選択34単位
中30単位以上
関連授業科目（＝上記以外｝併せて58単位の人文学部専門科目）
〈コース横断的授業〉
学生がロシアの歴史と文化について幅広く学べる
ように、国際文化論コースのロシア文化担当教員と
授業や卒業研究指導などの面で協力し合い、相互の
授業が受講しやすいよう時間割編成に配慮している。
３．各授業の位置づけ…（ ）内は順に開講形態、
担当者（Ａ－Ｃ）
基礎ロシア語（半期、ＡorＢ） コースでの２年
次以降の学習に円滑に移行できるよう基礎的な語学
力を養成することを目的とする。文法の授業が中心
となるが、言葉を言葉らしく学習させるために、ロ
シアの子供向け絵本を教材に取り入れている。
ロシア言語文化演習（通年、Ａ／Ｂ） 19～20世
紀のロシア文学についての講義と学生の発表とから
なり、教室での議論を土台にレポート・論文の書き
方を指導する。学生がなるべく早くから良い文学作
品に出会えるよう、２～４年生が一緒に受講するか
たちの授業にしている。
ロシア言語文化講読（通年、Ａ／Ｂ） ２～３年
生対象と３～４年生対象の授業を設け、それぞれの
語学力に応じて、児童文学から、ロシアの新聞雑誌
の記事、そしてロシア文学の名作まで、多様なテキ
ストを精読する。
ロシア文化論（半期および通年、ＡorＢ／Ｃ）
日本人教員とロシア人教員がそれぞれ開講する。日
本人教員は半期ずつ隔年で担当し、19世紀と20世紀
のロシア文学史を講義する。ロシア人教員は通年で
ロシアのフォークロア・英雄叙事詩・昔話の詩学を
講義する。
ロシア言語文化特殊講義（通年および集中（夏・
冬）、Ｃ／非常勤講師２名） ロシア人教員による
通年の講義では、19～20世紀のロシアの詩と小説を
ロシア固有の文化的コンテキストを解説しながら読
む。非常勤講師による集中講義は、ロシアの言語・
民俗・社会・文学・芸術などをテーマとした多彩な
内容の講義を、日本におけるロシア文化研究の第一
線で活躍している研究者を招いて開講している。
ロシア語会話（初級・中級・上級）（通年、Ｃ）
２～４年生を対象として、ロシア語の発音とイント
ネーションからはじめて、旅行会話の型を学び、卒
業時までには様々なテーマについてロシア語で自分
の意見を述べることができるようにする。
卒業研究（通年、Ａ／Ｂ） 大半の学生は４年次
のはじめに卒業研究のテーマを決定する。夏休みま
でに個別指導をとおして問題を絞り、夏休み明けに
中間報告会を開き、秋以降の段階的作業をへて完成
し、面接試験後に最終発表会を行うというのが例年
のペースである。中間報告会と最終発表会はコース
の学生全員を集めて行っており、２～３年生の大き
な刺激になっている。今後の課題としては、夏休み
前に研究の動機の部分を学生が自己確認する意味で
の発表会をもう一つ設けるようにすることである。
４．その他
・学生に対して、本人文学部が学術協定を結んでい
るイルクーツク言語大学への留学を積極的に勧めて
いる。学生の半数以上が、夏季集中、半年、１年の
いずれかの期間の留学経験者である。またロシアか
らの留学生も毎年２、３名あり、講読の授業は日ロ
の学生が一緒に受講している。
・講読で取り上げた文学作品を日本語訳して、コー
ス機関紙「サモワール」に発表している。
・ロシア人教員のイニシアチブで、ロシア映画の上
映会を催し、また「ロシア詩クラブ」を作っている。
・コースの親睦を図るために夏季テニス合宿を行っ
ており、卒業生も毎年多数参加している。
・演習の授業には、他コースからも１年次にロシア
語を学んだ学生が若干名受講にきている。
・本コースでは３年次にロシアに１年間留学する学
生が多いためか、３年次までに単位を取得し終えた
という理由で４年次に授業に出席しなくなる学生の
割合が少ないように感じられる。
